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   I reported on the Fyrophosphatase activity in the urogenital organs of  normal 
rabbits and on its change in either experimental renal disturbance, or experimental 
tuberculosis of the kidney and epididymis of rabbits. 
 1 have attempted to demonstrate the change of this activity in various urological 
diseases. The results obtained are as follows. 
   Chapter I. Pyrophosphatase activity in the tuberculosis of human kidney and 
             epididymis 
      1) Pyrophosphatase in the human kidney and epididymis howing the tuberclous 
          changes does not manifest the difference from that in experimental tuber-
          culosis of rabbits. 
      2) It has beendemonstrated in this histochemical study that the chemotherapy 
          resulted in the same effect on the tuberculous inflammation, accordingly 
         this therapy will be out of consideration. 
   Chapter II. Pyrophosphatase activity in the prostatic hypertrophy 
      1)  Pyrophosphatase activity is stronger in type  II than in type I in the prostatic 
         hypertrophic epithelium. 
      2) The effect of female hormone upon the prostatic hypertrophy could not be 
         clarified in this histochemical study. 
   Chapter III.  Pyrophosphatase activity in the urological diseases except the above 
          described ones. 
      1) Malignanttumor cells react vestigatively positive to positive and benign 
          tumor cells react weak-positively in general. 
         Interstitial tssues in malignant umor and also benign tumor are always 
         negative or vestigative positive in both type I and type II. 
         On the contrary, prostatic cancer epithelium and interstitial tissue are 
         always positive in type II.
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2) Walls of capillary blood vessel in both tumors are always showed positively. 
3) In hydronephrosis and pyonephrosis, pyrophosphatase activity decreases in 
   parallel with the histological changes, but some area, for example a few 
   gromeruli or tubuli, remains histochemically intact in spite of the  develop-















腎及び睾上 体結 核に際 しての 「ピ」の変化



















































































胞の 「ピ」は実験結核 と殆 ど同様である.結 節 の中





















も諸々に認められ,此 の部の「ピ」は可成 り減退 し一部



















































肉眼的に頭,体 には殆 ど異常を認めないが,尾 は腫
脹 し膿瘍,栗粒大結節を認める,組織学的には尾では
















































































更に施行 後摘 出まで の期聞 等の問題が交錯 し
て,「 フ」に対する化学療法の影響に就いては
判断を下 し得 ないと述べ,叉 家兎に於けう実験
的睾上体結核 に対する化学療法施行 の 「フ」に
及ぼす影響を検討 した結果,Streptomycin治
療群に於いて結 節周辺の 結 締織線維,線 維芽












実験的腎及び 睾上体 結核 に引続 き,臨 床的
















「フ」,特 に酸 「フ」 との関係は夙に論議の焦
点となつてい る.此の理由は更めて述べ る迄 も
ない事であるが,前 立腺が他の臓器に比べて格
段の酸 「フ」を含有 し,酸 「フ」の産生は男性
ホルモンの支配下にあり精液や尿中の量は間接
に男性ホルモンの体内での活動状況を知 る指標






































































































































既往のあるものは除外 した.そ の理由は 「ピ」
の検討に際し女性ホルモンの影響によつて組織
学的変化 を招来 した場合,当然 「ピ」反応にも













事は酸 「フ」 と同様であるが,酸 「フ」が腺管
増殖性肥大 に於いて個汝の腺上皮の反応が大 し
て減退しないのに反 し,アルカ リ 「フ」は全般
的に反応が 減退 すると し,聞 質ではアルカリ
「フ」が増殖肥大せる線維筋層に増強して来 る
のに対 し,酸 「フ」は増強 しないという点を根
拠 としている.
然 らば 「ピ」は如何か と云 うに,「 ピ」1型
の場合腺上皮の萎縮が見られる部分では可成 り
の反応減退を来 し,剥脱部では全 く陰性を呈 し















は1型 にては 「フ」の如 くではないにしても部
分的に反応増強して腺組織のエネルギー代謝に
関与し,∬ 型で は 「フ」の如 く腺 上皮の機能
と,更に腺組織のエネルギー代謝 にも同時に関
与している事が考えられ,第2～ 第3報 に述べ
来つた様に 「ピ」は 「フ」 より更に広い分布を








く,酸 「フ」 も一 般に減 弱乃至陰 性化する所




















































腫瘍の原発組織 と腫瘍細胞の 「フ」は必ず しも一致し
ない事を唱えている.三浦も腫瘍細胞,間質組織,及

















多 くが硝子様変性に陥 り,細尿管も健常なものは殆 ど



























4例の典型的乳頭腫にっいて検討 した.腫 瘍め大 さ
は栂指頭大か ら略々鶏卵大までで殆 どが 有茎性であ
る.表面乳蟷状で脆 く,暗赤色を呈 し,1部には点状
出血を認める.組織学的には増殖せる上皮に覆われ,
細胞の配列は 不正 を認めず,核 の大小不同も認めな
い.間質も結締織に乏しく血管を認め,底部粘膜,筋














跡的陽性を示す ものが混在し一定 しない.間 質の反応
は極めて弱いか陰性であるが,毛 細血管壁では中等度
陽性を示す.
















































症 を除 く各種疾患について 「ピ」活性を述べた
















るもの,保持 されるもの,異 常に強 くなるもの
等があり,その不規則性が腫瘍の特性であると
する武内の説が妥当の様である.以下記述の各
腫瘍における 「ピ」の変化 と,三浦,小 沢等に
よつて発表された 「フ」 とを比較 しつつ 「ピ」
の意義に対すを考察を試みる.
副腎腫で は酸,ア ルカ リ共に 「フ」 では痕
跡的陽性乃至は 弱陽性 まで の反応を示すが,
「ピ」では痕跡的陽性か ら中等度陽性 までの反
応を示し梢々広い分布を示す.網 状支柱組織で























平萎縮 した腺上皮では殆 ど痕跡的,中 等度萎縮
では弱陽性であるが,「 ピ」では1型 より皿型
に強 く反応する.間質に於ても同様にll型が強



















であ り,原発組織 と腫瘍細胞 との関係は 「フ」
の場合と同様 に必ずし も一致す るとは限 らな





反応の強いもの,毛 細血管の増生 の著 しいもの
等はやや強 く反応するという見解に従えば当然
の事であろう.
















薄化 と膿 瘍形成 を主変 化 とし,「 ピ」が糸球
体,細 尿管の変性,萎 縮,そ の他の病的変化に
390
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第1報 に 記 載 せ る如 く ピ反 応 は 新 鮮 標 本 上 淡 緑 色 乃
至 鮮 緑 色 を 呈 し甚 だ 美 麗 で あ る が,既 報 の附 図 を 含
め,新 鮮 標 本 の 感 じ とは や や か け離 れ た も の となつ た
こ とを お 断 りす る.天 然 色写 真 で な い の は 甚 だ 遺 憾 で
あ る,白 黒 の濃 淡 に よつ て 淡 緑 色 乃 至 鮮 緑 色 を御 想像
頂 き度 い
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